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最近のフェノール樹脂（その 1)

フェノール樹脂が工業的に使用され始めてから、

およそ70年になる。合成樹脂としては息の長い樹

罪である。古い歴史を持つフェノール樹脂が広範

囲な工業分野で他の工業材料に置き換えられない

ことはフェノール樹脂が汎用の熱硬化性樹脂とし

て優れていることを示している。フェノール樹脂

は、樹脂の製造方法及び基材・充填材・添加剤・

処理剤などの選択により種々の工業分野において

必要とされる多様な物性に適合させることができ

る。

フェノール樹脂の特徴は従来耐熱性、耐水性、

耐候性の良いことが基本的な特性であったが、最

近の工業用樹脂全般のファイン化の流れの中で、

フェノール樹脂もますます高品質化及び特性の多

様化が要求されている。ここでは最近のフェノー

ル樹脂の動向について、いくつかの応用例を紹介

する。

1 フェノール樹脂の製法

フェノール樹脂の最近の動向を述べるまえに、

簡単にフェノール樹脂のことについてふれてみる。
1) 

フェノール樹脂の生成は、次式のような付加反

化学食品部
機能材料開発チーム伊爾§ 修；

応と縮合反応の組合せで行われる。

OH OH 

◎ +CH20 →迫CH姻 （付加）

OH OH OH H 

誓心H怠→◎—CH2忍国 （縮合）

しかし、フェノールとホルムアルデヒドを単に

混合して加熱するだけでは反応が遅いので、触媒と

して酸または塩基を少量加えて反応させる。例え

ば、酸を触媒にしてフェノールを過剰モル比で反

応させると、付加よりも縮合の方が反応速度が大

きいので、ノポラックと呼ばれる安定な熱可塑性

樹脂が得られる。一方塩基触媒では付加反応の方

が優勢に進むので、ホルマリンを過剰に配合する

と熱硬化性のレゾールが得られる。図 1にはフェ

ノール樹脂の生成から硬化までの過程を示す。

図に示すようにノポラックはアルコールやアセト

ンなどに可溶性のもろい固形樹脂であるが、ヘキ

サメチレンテ トラミンを加え加熱すると硬化樹脂
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とで知られている。しか し、最近その耐熱性を要

する分野でさらに耐熱性を有するフェノール樹脂

が得られてきた。~ , 3,4] このような成形材料の 1 つに
ザイロ苫クZL、SYシリーズがあ り300℃以上の
温度領域で使用可能であるフェ ノール樹脂系の成

形材料である。ザイロック樹脂の基本骨格は下式

のようにフェノールを Pーキシレン結合でつない

だ構造と・なっている。

念,:1ニこ‘ヽ；• →；．．：：．＂•• 図 1 フェノ・ール樹脂の生成から

硬化までの説明図

が得られる。レゾールは一般に粘ちょうな液状樹

脂であるが、これをさらに加熱すると樹脂化反応

が進んで最終的に硬化樹脂となる。

2 成形体としてのフェノール樹脂

フェノール樹脂は元米ベンゼン環を持った構造

をしているために、その成形体は耐熱性が良いこ

表 1 SY- 270（ノンアスペスト成形材料）

` CH2t◎-CH`-CH2]よ CH`
成形作業などは基本的にはノポラックタイプのフェ

ノール樹脂と同じで、ヘキサミン硬化によって成形

体を得ることができる。ま たザイロ ック樹脂をベー

スとした超耐熱性を有するSY-270がある。この樹

脂の代表的な物性値を表 lに、特徴を次に示す。

1) 250℃で4,000時間以上使用で

． 
試験項目 単 位 特性値 試験方法

比 重(20℃) 1 80~1 90 JIS K 6911 

物 成形収縮 率（圧縮） ％ 0 4~0 5 II 

理
的 成形収縮率（射出） ％ 0.5~0.6 ＂ 性
吸 水 率 ％ 0.05以下質 ＂ 

(20℃X 24hr) 

熱 熱 変 形 温 度 ℃ 300以上 ASTM 0648 

的 (18 6kg/mm2) 
性
質 線 膨 張係数 1／℃ 2 2x10-5 ASTM 0696 

曲 げ 強 度 kg f/mm2 15~19 JIS K 6911 

機 曲 げ 弾 性率 kg f/mm2 1,400~1,600 II 

械
シャルビー衝撃強度 kgf cm/cm2 4.5~7 0 ＂ 的
圧縮強度 kg f/mm2 

性
23~27 II 

質 弓I 張 り 強度 kgf/mm2 6 ~ 8 II 

ロ ッ クウェル硬度 (M-スケール） 110~120 ASTM 0785 

絶縁抵抗（常態） Q 1祁以上 JIS K 6911 

絶緑抵抗（煮沸後） Q 1013以上 II 

鼈
体 栢 抵 抗率 Q • cm 1015以上 II 

気
絶縁破壊強度 KV/mm 12以上 II 

的
耐 性 180以上ア ク sec II 

性
誘 鼈 率(1MHz) 4.5~5.0 II 

質
誘電 正接(1MHz) (XlO―') 150~170 II 

難 燃 性 V ・0(0 8mm) UL・ 94 

2
 

きるノンアスベストの成形材

料である。

曲げ強さが初期値の50％に低

下するまで劣化させるのに必要

な時間で表示する耐熱性は、

250℃ 4,000時間以上

270℃ 1,000時間以上

2) ザイ ロック樹脂をベースにし

た耐衝撃性の高機能性工ンプ

ラである。

改良されたザイロック樹脂は、． 曲げ破断時のひずみで表す伸び

特性で、フェノール樹脂の 2倍

以上の伸びを示す。この特性に

耐衝撃性コンパウンド化技術が

プラスされ、格段にすぐれた耐

衝撃性が得られる。

3) 200℃以上で成形加工できる耐

熱エンプラである。

熱変形温度 (HDT)300℃以

上になる耐熱エンプラであるが、

圧縮成形法、 トランスファ一成

形法、射出成形法などフェノー

ル成形材と全く 同じ200℃以下で

成形加工できる。
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用途として考えられるのは、金属、セラミックス、

ポリイミドなどにかわる超耐熱部品、プレーキピス

トンなどフェノール材の限界を超える構造部品、

軸受けなど耐熱、摺動特性を要する成形品などが

ある。そしてその耐熱特性やフェノール成形材なみ

のコストなどにより急速な市場拡大が期待される。

この他に耐熱性を有する分野で利用されている

ものにフェノール樹脂繊維「カイノール」がある。
5,6) 

これは、先ず過剰のフェノールにホルムアルデヒ

ドを酸性触媒下において反応させ、ノポラ ック型

フェノール樹脂を得る。これを溶融紡糸し、未硬

化ノポラ ック樹脂繊維を得、さらに酸性触媒下、

ホルムアルデヒドで慎重に硬化反応処理すること

によりカイノールが得られる。このカイノールの

一般的特性を表2に、特徴を次に示す。

表 2 カイノールの一般的特性

色 相 金茶色

比 重 1.27 

繊維径 10~40μm(2~10デニール）

繊維長 1 ~100mm 

引張強度 15~20kg • mm-2 

(1.3~l.8gf・デニール―1)

引張伸度 10~50% 

引張弾性率 300~400kgf • mm-2 

水分率 6%/20℃ 65% RH 

1) 防炎性

L.O.I （限界酸素指数）が30~34と有機繊維中

でもっとも高く、また残炎、余じん、収縮もなく、

燃焼ガスの毒性もきわめて少ない。

2) 耐熱性

空気中では、 150℃で長時間使用が可能で、瞬間

的には1,000℃以上でも可、さらに、空気を遮断す

れば200~250℃まで可、逆に一 197℃でも特性の

低下は認められない。

3) 断熱性

熱伝導率が0.024~0.039Kcal/m・h・℃である。

4) 耐化学薬品性

酸化性の酸や塩基性の熱溢厚溶液によりわずか

な強力劣化かあるのみで、化学薬品に対しきわめ

て強い抵抗性を示す。

5) 電気絶縁性

カイノールを補強材に用いた樹脂成形品は木粉、

アスベストに比べ、体積抵抗が 1~ 2桁向上する。

6) 親和性

熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、ゴムとの親和性

に優れ、抜群の濡れ状態、接着状態を示す。

7) 活性炭の特徴

1,500~2,500m'・g―1の細孔面積をもち、抜群の

吸着速度と吸着容量をもっている。

用途としては、次のようなものがある。

1) 防災安全用品

消防服、安全作業服、溶接用シート、電線用材

料、安全保護具。

2) アスベスト代替

摩擦材料、ガスケット、各種断熱材。

3) 複合材料

耐熱ゴム、絶縁材料、電子材料、防火塗料。

4) 炭素繊維

電磁波遮蔽材、グランドパッキン、導電材。

5) 活性炭繊維

医療用品、二重層キャパシター、溶剤回収。

このようにカイ ノールは多機能特殊繊維として

多くの分野で使用され始めているが、現在もさら

に、高性能、高機能を求めて研究が進められてお

り、新素材として今後ますます発展するものと期

待されている。

3 マトリ ックスとしてのフェノール

フェノール樹脂をマトリックスとしてポリマー

アロイによる改質が研究されている。山本らは、

フェノール樹脂の脆さを改善するためにフェノー

ル樹脂と各種エラストマーのプレンド樹脂硬化物

における相互作用及び樹脂硬化物の機械的性質に
7) 

ついて検討を行った。それによると、フェノール

樹脂と各種エラス トマーの樹脂硬化物の破断面の

電子顕微鏡観察の結果から、ポリウレタン(PU系）

くアクリロニトリループタジエン (NBR系） ＜工

チレン一酷酸ピニル(EVA系）＜スチレンーイソフ゜

レンースチレン共重合体 (SIS系）の順に分散相

が凝集し、分散粒径が大きくなることが確認され、

エラストマー分散粒径の順番はSP値によって整理

されることがわかっ た。つま り、エラストマーの

SP値がフェノールレゾール (PR)のSP値に近く

なるにつれて分散粒径が小さくなることが認めら

れた。また、プレンド硬化物の引張試験から、エ

ラストマー分散粒径の小さなPU系、 NBR系、メ

タクリル酸メチループタジエン (MBS系）では、
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エラストマーのプレンド比が増大するとともに、

伸びは増大したが、破断強度は低下する傾向にあ

った。このようにPU系、 MBS系、 NBR系ではエ

ラス トマープレンド効果が発現し、フェノール樹

脂の改善が認められたが、 EVA系、 SIS系ではフ

ェノール樹脂の脆性は改善されなかった。

続いて彼らは、 IPNによるフェノール樹脂の改

質も行っている。8,9)一般にフェノール樹脂はラジカ

ル重合禁止能を有すること、及びフェノール樹脂

の縮合反応が極めて複雑であるためフェノール系

IPN樹脂の研究はほとんどなされていない。彼ら

はまずフェノールレゾール中におけるメタクリル 表 3 I PN樹脂硬化物の比較

酸メチル(MMA)のラジカル重合に

ついて検討し、開始剤にアゾピス

イソプチロニトリル(AIBN)や過

酸化ジクミル(DCP)等を使用する

とラジカル重合が進行することを

確認したが、過酸化ベンゾイル(B

PO)を用いると重合の進行は認め

られないと報告した。8)続いてピニ

ル化合物としてボ リエチレングリ

コールジメタク リレート (23G)

とフェノールレゾールとのフェノ

ール系IPN樹脂の合成の検討を行

った。 IPN化は次の条件で調整し

欠

u
d
1
 

-80 0 80 160 240 
温度（℃）

図 2 (23G/PR)樹脂硬化物のtano

引張特性

サンプル 反応条件 樹脂形状 強度 破断伸び 弾性率

(kgf/mm2) （％） (kgf /mm2) 

I PN-1 重合） 同時進行 透明 3.5 1.5 265 
縮合 均 一

重合先行 透明
IPN-2 ↓ 2.4 0 7 360 

縮合 一部不均一

重合体添加 不透明
IPN-3 ↓ 0 8 0 6 125 

縮合 不均一

ポリ23G
重合

透明
0 1 8 1 1 

（ポリアクリレート） 均一

PR硬化物
縮合

透明
1.1 0.3 440 

（レゾール） 均 一

た。

I PN-1 23G、PRを約50℃で均

ー化させた後、 DCPを

加えた。得られた混合物をJIS-K-

7113、4号形試験片に準じた短冊型モ

ール ドに入れ、170℃で90分間反応させ、

重合反応と硬化反応を同時に進行させ

た。

IPN- 2 上記IPN-1のDCPのかわりにAIBN

を用い、 70℃で60分間重合反応を進行

させた後、引き続き170℃で90分間硬化

反応を進行させた。

IPN- 3 AIBNを用いて23Gの重合体を得た。

これを粉砕し32メッシュのふるいを通

して得られた粉体状ポリ 23Gを上記

I PN-1の23Gのかわりに用い、 DCP

を加えずに、硬化反応を進行させた。

そのようにして得られた 3種類のIPN(IPN-

l、IPN-2、IPN-3)と各単一成分（ポリ 23G、

PR硬化物）の粘弾性におけるtanaのピークを図
2に、物性値を表 3に示す。

図から IPN-3では23GとPRの相互作用がほ

とんどない相分離状態であり IPN-2とIPN-1

を比較すると IPN-1の方が23Gの影響を強くう

け分散が良好であることが示唆される。このこと

は、電子顕微鏡における SEM観察写真でも示され、

表に示される樹脂形態がIPN-3から IPN-1に

なるにつれて不透明不均ーなものから透明均ーに

なっていることでも理解される。また引張試験結

果から樹脂硬化物の強じん性はIPN-3<IPN 

-2 < IPN-1の順に大き〈なっていることがわ

かる。この強じん性の序列は23Gの三次元化重合

体の分散状態が小さくなるにしたがって樹脂硬化

物の均一性が増大したことと対応している。

． 

．
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繊維の黄変について

．
 

黄変の種類は、有機ホ゜ リマーの老化、 酸化によ

るもの、螢光増白剤の光あるいは酸、不純物の作

用等々が原因となるもの、包装材、潤滑剤などの

日常的化学製品、発泡体、エラスチックゴム引き

布等のフェノール系及ぴ芳香族アミン系酸化防止

剤、安定剤によるもの、車の排気、石油、ガス燃

‘焼加熱器からでる窒素酸化物等により螢光増白し

た白布の螢光の消失等が考えられている。

Shirley研究所の繊維黄変調査に係る黄変事例94

件についてその原因別分類したのが表 1である。

この表からわかるように黄変事故件数全体の85%

がフェノール系酸化防止剤、窒素酸化物に関係し

ており、螢光染料に係わるもの 7%、繊維高分子

そのものの変色によるもの 3％であり、フェノー

ル黄変によるものが大半を占めている。

表 1 黄変事例 1989~1985 

原 因 件数

プラスチック包装材 21 ． エラスチック材料 14 

繊 維 助 剤 10 

接 着 剤 ， 
フォームパッド材 6 

カーペ ッ トバ ッキング 4 

他の発生源のフェノール 13 

螢 光 染 料 6 

光 ／ 熱 3 

金 属 不 純 物 3 

食 物 汚 れ 2 

計 94 

はクロマトグラフィはもちろん、紫外／可視分光

光度計、赤外分光光度計、測色計を用いてフェノ

ール系によるものか否かをテストしている。表 2

に試験方法を示した。

HOO  

DTBP 

図 1 DTBPの構造

2、6-di-tert-
butyl phenol 

表 2 スクリーニングテスト

1. 自然光による肉眼観察

2.紫外光による肉眼観察

3.万能指示薬によるpHチェ ック

4.酸及びアンモニアガスに対する感受性

5.ザルツマン試薬によるN02検査

6.有機溶剤に対する溶解性

7.光暴露の影響

フェノール黄変であれば、通常は繊維表面に不

均ーに発生し、黄色のpHは6以上で濃度を増大し、

pH5以下では消失する。また、光暴露で濃度は減

じる し、 NOよ曝された形跡が見られるのが一般

的である。

フェノール系酸化防止剤は、加工工程で使用さ

れる潤滑油剤や助剤にも添加されている し、ミ シ

フェノール類の一例として、図 1に示す2、6ー ン油、女子社員の化粧品にも含まれているようで

di -te rt-buty lpheno]を挙げている。この研究所で ある。
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大気汚染物と してNOxは黄変において重要な作

用をしていると言われている。NOxは燃焼過程の

生成物であるので常に大気中に存在し、暖房中に

おいて発生することが多く、冬と春先に多く発生

する。 NOxと螢光増白剤との相互作用で発生する

ことも多い。

油汚染も見逃せない。炭化水素油は、経時変化

によって黄色くなることが知られているが、この

欠点をなくするために油中に酸化防止剤を入れて

ある。酸化防止剤は空気酸化によ ってひき起こさ

れる黄変をかなり滅らすことができるが、 NOxと

の作用による黄変の危険性がある。特にポ リエチ

レンの酸化防止剤を取り扱っている分野で多く見

られる。油の有無は溶剤による抽出と赤外分光分

析によって検出できる。

包装材料のダンポールに接触している衣料品に

しばしば見られる。酸化防止剤として使用されて

いるBHT（プチルヒ ドロ キシトルエン）とNOxと

の反応によるものである。 BHTは少し揮発性があ

り、ポリエチレンから近くの織物に移染する。弾

性ゴムも使用されている酸化防止剤とNOxにより

黄変の原因となる。

時としてパステル調の衣料品にも発生する。ラ

イトプルーの衣料の縫目の近くに緑色のしみが発

生したり、ピンクの糸の変色によるものである。

以上のような要因による黄変について、次のよ

うな試験を提案している。各試験により原因を判

定するものである。表 3に試験項目、結果、判定

を示 してある。

．
 

表 3 予 備 試 験

試験 結果 判 r疋上

ザルツマン試薬による (i) 赤紫色 NOx有

試験 (1i) 無色透明の溶液 NOx無

黄色のしみをアンモニア (i) 黄色が濃くなる BHTタイプ

蒸気に曝露する (1i) 変わらない BHTタイプではない

（スチルベンキノンを除く）

黄色のしみを酢酸 (i) 黄色が消える BHTタイプ

蒸気に曝露する (ii) 変わらない BHTタイプではない

正常部分をク ロロ ホルム (i) 変わらない 螢光増白剤ではない と考える

で抽出し濃塩酸を 1滴加 (ii) 黄色 螢光増白剤の可能性あり

える

参考文献 2) Textile Progress, Vol.15, P.40~47 

1) Textile Progress, Vol.15, P. 1~6 (1987-4). 

(1987-4) 〔製品科学チーム 上川二三雄〕

]―`―‘^• お知らせ ー｀ー·^--―一＾一＾一＾～•;‘^一^~‘^~‘^~‘-—·―‘^~‘^—ー＾～｀＾～｀＾～｀＾～｀＾;^~`^~‘^~‘―‘^--^~•1
i 「メカトロニクス技術者研修」募集案内 i 

1 1 研修期間： 平成 2年 9月 4日～11月 8日 (20日間延べ76時間）

！ （原則として週 2回、 18時00分～21時00分まで） ｝ 
i 2 研修内容 ：メカトロニクス機構技術（位置ぎめ ・空気圧・サーポ機構など ）、インターフ i 

ェイス技術、シーケンサ ・マイコン制御技術など。

l 3 募集人員 ：18名I : 応募資格 ：メカトロニクスについて初心者て企業より派遣された人を優先します。 1 
i 5 応募期間： 平成 2年 8月 1日～20日まで
i 詳細は工業技術センター機械電子部エレクトロニクスチーム（古田）までお問合せ下さい。 1 

‘^ ̂ ~‘^^—ツ～—-ー·へ＾＾‘＂―`rーー 、――`^^‘^--‘^—ー·~·~•--------- ・~--~‘̂ ~̂̂̀ ^̂ ヘ̂-~~̂へ̂^^^^^/.̂ ^‘— •ヘ--~ヘ――…-~~~~`- ~ー．＾へ＾＾＾＾＾＾｀—ー

． 
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く海外技術ニュース〉

ソフトドリンクの水の品質について
-C0004A Food Process (Bromley) 58〔12〕39-4。『89)一

． 

アイルラン ドのコークにあるペプシコーラの製

造工場は多数のソフトドリンク淡縮液を製造して

いる。水は製品の命であり、最近までこの工場は

水酸化カルシウム、硫酸鉄および次亜塩素酸ナト

リウムを添加し、砂と活性炭素でろ過するという

従来の方法により、水を処理していた。この方法

はランニン グコストが非常に高い。ソフ トド リン

クに使用する水に関して、アルカリ度が高いと味

が悪くなり、濁りは製品の透明性を悪くする。ま

た細苗について厳しい規格がある。その他に硫酸

塩、塩素、硝酸塩の不純物の含量を一定の範囲内

にする必要がある。ペプシ コーラは新しい精製技

術を取り入れた水の処理装置を備えた。これは、

Elgaシステムといい、生水のタンクにまず次亜塩

素酸ナト リウム溶液を加えて消毒する。そしてア

ルカリ度が50ppm以上の場合のみ石灰と硫酸鉄を

加える。この不必要に処理添加物を加えないとい

うことによってコストの節約となり、硫酸鉄を加

えないということによって処理水の鉄含量を最少

にする。この処理水をろ過し、コロイド状物質、

微粒子状物質、不溶性の鉄と凝集フロ ックを除去

する。その後蒸気殺菌の活性炭素のろ過機を通し、

残余の塩素と異味異臭を呈する微量物質を除去す

る。最後に紫外線殺菌機とろ過機を通す。この処

理水はペプシコーラに使用され、さらに脱イオン

機を通したものは 7-upに使用される。このよう

にElgaシステムはメンテナンスの中断はほとんど

なく、ランニングコストが低く、高品質の水が得

られる。

日本科学技術情報センター発行「海外技術ハイ

ライト」れ〔 2〕 (1990.5) より転載

一許可第検ー0216号一

〔生物工学チーム）

く文献抄録〉

＊ 高分子加工技術の潮流 その理論と実際 流動特性）、 固相成形と構造・物性（圧延 ・ロール

第 5回国際高分子加工学会レポート レオロ 延伸・固体押出し、超延伸・ 超配向、延伸と構造、

． 
ジー、 構造形成、プレンド・アロイ、液晶ポ

リマー J 89091101 

金井俊孝（出光石油化学 樹脂研） ：G951A 
プラスチックスエージ 35〔8〕163-166

('89) 

レオロジ一分野では、 16件の発表があり、ポリ

マデザインや成形加工性を評価する粘弾性挙動に

関するものが多い。構造形成については、 13件の

発表で、紡糸、超延伸、圧延等多岐にわたった。

プレンド ・アロイでは34件の発表で、共重合体を

用いた相溶化 ・均一分散化に関するものが12件と

なった。液晶ポリマでは10件の発表があった。

＊ プラスチ ック成形加工 J89091108 

松岡信一（東大工） ：G076A 塑性と加工
3゚ 〔341〕857一863('89) 

1988年に国内外で研究報告されたプラスチック

成形加工を溶融成形（シミュ レーショ ン、射出 ・

成形品の構造、固体表面）、複合材料の項目に分け、

その研究すう勢を展望した。

＊ 高分子加工技術の潮流 その理論と実際

第 5回国際高分子加工学会レポート プロー

．成形、 繊維・フィルム成形 J89091120 

金井俊孝（出光石油化学 樹脂研） ：G951A 
プラスチックスエージ 35⑬〕応4-162

('89) 

プロー成形では 8件の発表で、プロー成形過程

の解析技術に関するものが6件であった。パリソ

ン形状の予測解析、プロー全般の解析、高機能プ

ロー成形機の紹介等である。繊維 ・フィルムの発

表は14件であ った。溶融防系の定常解析の研究紹

介、粘弾性モデルによるドローレゾナンス解析、

摂動法を用いた外乱による糸径変動等である。

合 樹脂部品への光輝処理技術の現状と将来

J89091131 
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江波戸邦夫、木内保 （日野自動車工業） ： 

F387A 自動車技術 43げ〕 106-111('89)

光輝処理技術の現状技術として湿式めっき ；乾・

式めっき 、ホ ットスタンプ、転写成形、塗装、溶

射、 FMPシートについて概説した。さらに、光輝

処理部品の使用状況と今後の技術動向について。

＊ 歯科における高分子の利用 J 89091168 

谷嘉明（京大 医用高分子研セ） ：F391A 

高分子加工 38げ〕 262-268('89) 

高分子歯科材料の種類と用途を表示し、その中

の主な用途について最近の材料の動向を述べた。

ポリメチルメタクリレートを中心とする義歯用材

料（歯床用材料・人工歯）、多官能性メタクリレー

トを中心とする歯冠用レジン、種々のコンポジッ

トレ ジンによる成形修復材及び多種の高分子材料

による接着材、う食予防材料、印象材などについ

て、使用の現状や開発動向などを述べた。

＊ 熱硬化性樹脂の研究開発動向 J89091170 

福田明徳（大阪市工研） ：Fl06A 科学とエ

業郎〔 7〕264-270('89) 

標記の研究開発動向を工業統計資料、各種研究

発表、ケミカル・アプストラ クト等の内容から概

観した。研究に最も注力されている樹脂はエホ゜キ

シ樹脂であ り、フ ェノール樹脂とポリイ ミドがこ

れに次ぐ。これらはいずれもエンジニアリングプ

ラスチックとして構造材料、電気・電子材料等、

高性能が要求される分野で使用されている。各樹

脂の共通した研究項目の主なものは強靱性化、低

吸水性化、耐熱・難燃性化、寸法安定度であった。

工業材料の高性能化がさらに求められているので、

今後は、 初乗効果を狙った、各種樹脂の組み合わ

ているエポキシ樹脂、フェノール樹脂、ポリイミ

ドにつき特記。

＊ 新しい光・ 電子機能性高分子 J 8909117 2 

宮田清蔵（東京農工大工） ：FOllA 電気

学会雑誌 1闘 〔5〕363-366('89) 

電気を通すプラスチック、音をだす高分子およ

びレーザの波長変換をする高分子について述べた。

最近の高分子は従来の絶縁性を利用したpassive

材料から、電気で働く active材料へとその機能の高

度化が図られつつあり、特にオフ ト゚エレクトロニ

クス時代を迎えて高度な機能材料として大いに期

待されている。

合 パイオプラスチック 開発の現状と課題

J89091188 

土肥義治（東京工大 資源化研）：Y873A 

コンバーテック ＂〔 6〕16-19('89)

微生物を合成し、 微生物が分解するポ リエステ

ルの開発の現状、微生物による発酵合成、応用、

今後の課題などを解説。原核細菌に与える炭素源

組成による各種の共重合ポリエステルの生合成、

化学薬品による抽出、バイオポリエステルの特性、

微生物による分解、医療・農業・光学 ・電子材料

などへの応用、今後の研究開発の動向について説

明。

＊ 高透明性フッ素樹脂 J 89091198 

中村秀（旭硝子研） ：Fl68A 高分子 38 

〔5〕364('89) 

筆者らは、従来知られているふっ素樹脂と は重

合反応、ポ リマ構造、特性などが全く異なる非晶

質の高透明性ふっ素樹脂 “サイ トッフ゜”の開発に

成功。光学的、電気的、化学的、熱的及び機械的

特性及び成形加工性についてその特徴を既知の樹

脂と比較して示し、用途について記述。

合 廃プラスチックの処理と資源化 J 89101088 

プラスチック処理促進協： F500A ポリマー

ダイジェス ト い〔 8〕39-54('89) 

都市ごみ中で増加をつづける廃プラスチックに

ついて、その処理ないし資源化の現状を レピュー

し、 廃フ゜ラスチックの滅容化技術、 再生利用、熱

分解技術等を紹介。本報では、プラスチックの排

出状況として、量及び種類、処理処分状況や各自

治体における再生利用例について述べる。

日本科学技術情報センタ一発行「科学技術文献

． 

． 
せ等が積極的に進められている。研究対象となっ 速報化学・化学工業編（国内編）Vol.63 No. 9 

~10より転載 一許可第検ー0216号一

〔製品開発デザインチーム〕

平成 2年 8月6日印刷

平成 2年 8月10日発行
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